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お前、誰よ？（自己紹介）
• 大学の研究所に勤めています 

• エネルギーシステムとバイオインフォマティクス 

• 2005年ごろJavaからPythonに乗り換えました 

• 2010年に「Pythonスタートブック」初版をだしてから技術書を何冊か執
筆しています 

• この1年で一番の思い出は「7月にRustに入門したこと」 

• 最近読んで面白かった本「宇宙の終わりに何が起こるのか（講談社）」 

• www.tsjshg.info





おしながき

• データサイエンスとは？ 

• この本のすごいところ（まじめな話） 

• この本のすごいところ（くだけた話）



データサイエンスってなに？



データサイエンスは「データ駆動型サイエンス」に由来

観測データを分析すると動きが全然違う惑星を発見できる



いま何がおきているか？

ヒト1人1つの細胞だけで32億文字



いま何がおきているか？

すべてのモノがインターネットに繋がって情報が蓄積される



なにが問題か？

• データが多すぎる・・・ 

• 夜空をぼーっと眺めていて惑星の存在に気が付くレベ
ルの量では無い 

• データ駆動型のサイエンスやデータ駆動型のビジネス
（意志決定）を実践するにはスキルが必要 

• それがデータサイエンス



データサイエンスを実践するには？

• コンピュータとネットワーク 

• プログラミング 

• データサイエンス固有の知識



本書で一通り網羅できる

• コンピュータとネットワークと環境構築（1, 2章） 

• RとPythonの基本文法（3章） 

• 統計入門と前処理（4, 5章） 

• 機械学習アルゴリズム（6, 13章） 

• 深層学習と時系列データ解析を含みます



TCP/IPの基本もわかるようになる

P15から抜粋



Dockerについて詳しく解説

P23から抜粋



ほぼすべてのコードをRとPythonで記述

P67から抜粋



RとPython（ロジスティック回帰の例）

P297から抜粋



RとPythonの本質的な違いにも言及

P72から抜粋



この本のすごいところ（くだけた話）
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著者の2人は小学校1年生からの友達

1982年4月　東京都足立区立千寿第五小学校入学式の写真

担任の 
酒井先生

辻真吾（私）

矢吹太朗 
（共著者）



執筆に5年を要した

• 普通1年～2年（当初とだいぶ内容が変わった） 

• それぞれ、5年の間に別の本を企画して出している 

• やる気あんのか？ 

• 完成を待ち望んでいた（かどうかはわからない）私の
母は3年前に他界😅 

• いつまでもあると思うな親と金



というわけで

• 総ページ数400ページで3,520円（ちょっとお安い） 

• コンピュータとネットワーク→プログラミング→統計と前処
理→機械学習アルゴリズム 

• ゼロからこの流れに乗れるようになっています 

• （謝辞）『ディープラーニング　学習する機械　ヤン・ルカ
ン、人工知能を語る』が大好評発売中の横山真吾さん（講談
社サイエンティフィク）には大変お世話になりました



講談社サイエンティフィクの超敏腕編集者 
横山真吾さんから3冊プレゼントがあります

応募方法 

https://twitter.com/tsjshg/status/1470682849074622468 

このツイートに思い浮かべること#stapyを付けて引用リツイートしく
ださい（関係者をフォローすると当選確率が上がるかも！？） 

12月21日(火)23:59締め切り（の予定） 

当選者は私のツイートでメンションします（クリスマス頃を予定） 

辻へメール（shingo.tsuji@gmail.com）かツイッターDMで発送先お知ら
せください



今年も1年「みんなのPython勉強会」にご参加い
ただきありがとうございました。 
来年もよろしくお願いいたします！


